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　As senior citizen households increases, lonely death of the elderly person increases in Japan. I think the 
cause of the lonely death is the house where was closed. It becomes important in future that elderly person 
lives in the house which can comunicate with another person. So I propose the house where an elderly 
person and a youth can live in together.
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１設計趣旨
２計画背景
　日本は超高齢化社会に突入し、その中で高齢単独世帯の増加に伴い、高齢者の孤立、孤独死が増えている。孤立や孤
独死の原因は家族や地域とのつながりの薄さだと言われているが、住宅の在り方が問題だと考える。
　本来家は自分の身を守るためのプライバシーの高い空間であるが、人は年を取るとともに家の中に閉じこもりがちに
なり、外との関係が薄れて高齢者は孤立してしまう。よって高齢単独世帯が増えている今、高齢者は他人と交流を持て
る住環境で暮らす事が大事である。
　ここでは高齢者と異世帯が共に暮らし、人と交流しながらそれぞれが自立した生活を送れる集合住宅を考える。年齢
や年収、価値観や人生経験の違う人間同士が共存できる住宅として個室のみの住戸（シェアハウス）と住宅設備のある
住戸（コレクティブハウス）の複合住宅を提案する。
•渋谷区の高齢化
　首都圏の高齢者人口増加率は 2005 年を目処に全国より高い伸び率で増えてきており、首都圏では今後益々高齢者の
数が増加することが想定される。今回は都心の中でも渋谷区の高齢化について考える。渋谷区は 2005 年から 2035 年
までの高齢者人口増加率が２３区内で５位となり、今後高齢化が著しい区である。渋谷区の家族形態は、シングルが約
半分を占めている。（シングル 47.3％、DNKS18.2％、ファミリ− 19.1％、高齢者 15.5％）高齢者単独世帯も含めると、
シングルは全体の５７％にまでのぼる。また高齢者世帯を見ると、高齢単独世帯が高齢夫婦世帯よりも多くなっている。
　このようなシングルが約半分を占める都心の高齢化が進むエリア（渋谷区）で、高齢者に対する新しい住まいとライ
フスタイルを考える。
•高齢者を取り巻く住環境
•コレクティブハウスとシェアハウス
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３計画
〈敷地　−渋谷区千駄ヶ谷５丁目−〉
　千駄ヶ谷５丁目は立地の良さからオフィスビルが多
く、マンション、戸建住宅が所々にあり、それらが混在
した地域になっている。マンションは単身者用のものが
多い。
　代々木駅周辺や明治通り沿いは商業区域に指定されて
おり、大型のオフィスビルやマンションが並んでいる。
明治通りと新宿御苑の間のエリア、敷地の南側は、住居
地域に指定され、低層のオフィスビル、戸建住宅が集まっ
ている。又、代々木駅の周辺には専門学校も多い。
　このように都心にあり、地価は高いが利便性が良く、
オフィスビルや専門学校の多いこの地域のニーズは、単
身者、DNKS、学生が考えられる。
〈プログラム〉
①住宅設備のある住戸（コレクティブハウス）と個室の
　みの住戸（シェアハウス）の複合住宅
高齢者から学生まであらゆる年代の人が自分にあった住
み方で同じ場所に暮らすことができる
②可変する住居
３つの個室（シェアハウス）と L字型のコレクティブ
ハウスを１つの単位とし、これらを自由につなげること
で、住居人の用途に応じ部屋を可変できるようにする
③地域のコミュニティとしての集合住宅
共有リビングや銭湯を地域に開放することで、住宅内の
コミュニティだけでなく、地域コミュニティの場にする
③地域のコミュニティとしての集合住宅
オフィスビル • マンション • 戸建て住宅が混在した地域
①②　住宅設備のある住戸とシェアハウスが複合した平面図
前景
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